
継続的に府内産木材が購入される仕組みを作り、府内産木材の利用促進を図
るため、本事業ではジョイントを必須条件としました。

■ジョイントとは・・・・・

木材加工業者
（複数者可）

工務店等
（複数者可）

連携

「ジョイント」とは、工務店等が木材加工業者から府内産木
材を購入することを目的とした連携のことです。

ジョイントの概要

1



①木材加工業者及び工務店等は複数のジョイントに参加する
ことが可能

Ｃ工務店Ａ木材加工業者

ジョイント①

Ｂ木材加工業者
Ｄ工務店

ジョイント②

ジョイントの注意点
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Ｃ工務店

Ｅ工務店



②ジョイント計画申請書は、構成員全員の押印（代表
印）が必要

③代表者がジョイント計画書を京都府に提出

④流通業者が介する場合も、木材加工業者とジョイ
ントすること

ジョイントの注意点
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・工務店等は、ジョイントする木材加工業者（流通業者が、京都
府産木材認証制度に係る取扱事業体又は認証機関登録事業
体として認定されていること（認定予定であること（※））を確認し
てください。
※ただし、府内産木材を取扱う前に、認定が必要です。



Ｄ工務店

Ｂ工務店

Ｃ工務店

Ａ木材加工業者

ジョイント

パターン１（工務店が複数の場合）
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5

パターン１（工務店が複数の場合）

（ ）内に工務店
名を記入

工務店ごとに記入する。

工務店が３者以上ある場合は、
記入欄を適宜追加してください。



Ｄ工務店

Ａ木材加工業者

Ｂ木材加工業者

Ｃ木材加工業
者

ジョイント

木材の流れ

パターン２（木材加工業者が複数の場合）
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備考欄に木材加
工業者名を記入

木材加工業者名の
欄を追加



・木材加工業者と工務店等のみでジョイント
を組む

（流通業者を介して購入する場合も本事業の
対象になります。）

Ｃ工務店
Ａ木材加工業

者

Ｂ流通業
者

ジョイント

パターン３（流通業者を介する場合）
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ジョイント計画書に流通
業者名を記入する欄は
ありません。



・自社で加工した木材の納入等は、ジョイント対象外とし、
本事業の補助は受けられません。

（株）Ａ加工部門 （株）Ａ建築部門

ジョイント

対象外の例（工務店等が自社の木材加工部門から仕入れる場合）
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①ジョイント計画承認申請書の記入

・ジョイントの全ての構
成員の押印（代表印）
が必要。
※法人でない場合は、事業
主の印を押印
（例：●●工務店 ●●印）

・書類の提出は、ジョ
イントの代表者（加工

業者でも可）

ジョイント計画書提出の手続き
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※ジョイント構成員の工務店全ての建
設業許可の写しを添付してください



②（別紙）ジョイント計画の記入

ジョイント計画書提出の手続き
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（別紙）ジョイント計画
書には押印不要です。



④京都府林業振興課からジョイント代表者にジョイント計
画承認通知書を送付
（ジョイント承認番号を通知）

③京都府林業振興課に提出（ジョイント代表者の住所及び
電話番号が確認できる書類を添付）

※様式は、「木材製品利用拡大対策」のＨＰからダウンロードしてください。
URL:http://www.pref.kyoto.jp/rinmu/mokuzaiseihinn_riyoukakudai.html

木材製品 コロナ 京都府

ジョイント計画書提出の手続き
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http://www.pref.kyoto.jp/rinmu/mokuzaiseihinn_riyoukakudai.html

